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医
療
の
高
度
化
や
看
護
師
不
足
に
対
応
す
る
た

め
、
鳥
取
県

‐中
部
に
看
護
大
学
を
設
置
す
る
構
想
が
、

看
護
師
ら
が
所
属
す
る
政
治
団
体

「
県
看
護
連
盟
」

（子
道
寿
美
子
会
長
Ｙ
や

一
部
県
議
の
間
で
浮
上
し

て
い
る
。
空
き
校
舎
と
な
る
河
北
中
学
校

（倉
吉
市

上
井
）
を
活
用
し
ヽ
地
元
の
学
校
法
人
に
運
営
を
委

ね
る

「公
設
民
営
」
方
式
を
想
定
。
教
員
や
学
生
の

確
保
な
ど
実
現
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
県
は
慎
重
だ

が
、
県
議
会
で
も
後
押
し
す
る
動
き
が
あ
り
（
８
月

に
も
有
志
議
員
ら
が
議
員
連
盟
を
発
足
さ
せ
る
。

（本
社

・
北
尾
雄

一
、
中
部
本
社

・
小
谷
和
之
）

■
２０
年
来
の
悲
願

看
護
大
学
の
県
内
設
置

は
２０
年
ほ
ど
前
か
ら
構
想

が
出
て
は
消
え
て
き
た
。

２
０
０
１
年
に
開
学
し
た

鳥
取
環
境
大
学
に
看
護
学

部
を
設
け
る
構
想
も
あ

っ

た
が
実
現
に
至
ら
な
か

っ

た
。
今
回
の
案
は
、
空
き

校
舎
と
な
る
河
北
中
に
県

が
看
護
大
を
整
備
し
、
鳥

取
短
期
大
学

（同
市
福
庭
）

を
運
営
す
る
藤
田
学
院
に

経
営
を
委
ね
る
。
定
員
は

１
学
年
１
０
０
人
と
し
て

い
る
。

子
道
会
長
は
看
護
師
不

足
に
加
え
、
医
療
の
高
度

化
に
対
応
で
き
る
人
材
が

育
成
で
き
て
い
な
い
現
状

を
問
題
視
。
高
齢
化

の
進

展
で
在
宅
医
療
を
支
え
る

専
門
知
識
を
持

っ
た
看
護

師
も
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、

「
自
立
し
た
看
護
師

を

育

成

す

る

機

関

が

必

要
」
と
訴
え
る
。

■
大
学
志
向

現
在
、
県
内
に
は
４
年

制
の
鳥
取
大
学
医
学
部
保

健
学
科
看
護
学
専
攻

（米

子
市
西
町
）
の
ほ
か
、
３

年
制
の
三
つ
の
看
護
専
門

学
校
、
５
年

一
貫
の
看
護

師
養
成

コ
ト
ス
を
持

つ
米

子
北
高
、
２
年
で
准
看
護

師
の
受
験
資
格
が
得
ら
れ

る
専
修
学
校
と
複
数

の
養

成
機
関
が
あ
る
。

正
看
護
師

の
国
家
試
験

の
受

験

資

格

は

専

門

学

校
、
大
学

の
ど
ち
ら
を
卒

業
し
て
も
得
ら
れ
る
が
、

同
連
盟
に
よ
る
と
、
医
療

の
高
度
化
で
履
修
科
目
が

増
え
、
専
門
学
校

の
授
業

が
過
密
化
。
大
学
は

一
般

教
養
に
時
間
を
割
く
な
ど

あ
る
程
度
余
裕
が
あ
り
、

助
産
師

の
資
格
を
得
ら
れ

る
大
学
も
あ
る
。
近
年
は

学
生
の
大
学
志
向
も
高
ま

り
、
今
年
４
月
に
は
島
根

県
立

大

学

に
看

護

学

部

（同
県
浜
田
市
）
が
新
設

さ
れ
た
。
　

．

看
護
大
学
構
想
は
６
月

定
例
議
会
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
、
平
井
伸
治
知
事
は

「
い
く
つ
か
選
択
肢
が
あ

る
。
関
‐

係
者
と
よ
く
話
し

合
い
を
し
た
い
」
と
答
弁
。

藤
井
秀
樹
健
康
医
療
局
長

は

「短
期
中
期
的
に
は
鳥

大

（看
護
学
専
攻
）
の
充

実
が
即
効
的
現
実
的
」
と

し
，

大
学
の
新
設
は
教
授

や
学
生
の
確
保
な
ど
ク
リ

ア
す
べ
き
課
題
が
多
い
と

の
見
方
を
示
し
た
。

■
前
向
き
に

一
方
、
候
補
に
挙
が

っ

た
河
北
中
は
、
存
廃
論
議

が
進
む
県
立
保
育
専
門
学

院

（保
専
、
倉
吉
市
南
昭

和
町
）
の
移
転
候
補
先
の

一
つ
。
倉
吉
児
童
相
談
所

（同
市
宮
川
町
）
を
同
所

に
移
転
さ
せ
る
構
想
も
あ

り
、
県
は
「
ま
ず
は
保
専

の
検
討
を
急
ぎ
た
い
」
と
、

大
学
設
置
の
動
き
と
は
二

線
を
画
す
“　
．　
●

同
連
盟
は
今
月
１０
日
、

倉
吉
市
の
石
田
耕
太
郎
市

長
に
実
現
に
向
け
た
要
望

書
を
提
出
¨
石
田
市
長
は

「看
護
師
不
足
の
解
消
や

看
護
師
の
質
の
向
上
も
図

る
上
で
、
４
年
制

の
大
学

化
を
視
野
に
看
護
学
校

の

充
実
を
考
え
な
い
と
い
け

な
い
」
と
指
摘
。
看
護
師

や
理
学
療
法
士
な
ど
を
養

成
す
る
公
立
医
療
系
大
学

の
設
置
を
平
井
知
事
に
要

望
す
る
考
え
で
、

「
市
と

し

て

の
気

持

ち

を

伝

え

る
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
要
望
書
で
連
携

先
に
挙
げ
ら
れ
た
鳥
取
短

大

の
山

田
修

平

学

長

は

「本
気
で
前
向
き
に
検
討

し
た
い
」
と
し
た
上
で
、

医
師
や
看
護
師
な
ど
資
格

を
持

っ
た
教
員
が
１０
～
１５

人
必
要
と
な
る
な
ど
の
課

題
を
指
摘
。

「
医
療
看
護

部
門
は
全
く
の
異
分
野
。

ハ
ー
ド
ル
が
き
ち
ん
と
ク

リ
ア
で
き
、
条
件
が
整
え

ば
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
」

と
話
す

一
方
、
同
短
大
の

学
科
再
編
が
絡
む
保
専
存

廃
問
題
と
看
護
大
学
構
想

の
議
論
が
同
時
並
行
で
進

む
こ
と
を
望
む
。

県看護
営」方式を想定

誘ヾ致活動

Ｆ
Ｉ

き
用牌舗

河
校

看護 大 学の候補 地 と して名 前 の挙が った 河北 中。倉 吉
産業 高校跡 地 との等価交換 によ り、来年 4月 か ら空 き
校舎 とな る ‐倉吉市 上井

４

∃

理

７
婿
ポ

沐

懃
灌

よ
る
と
、
県
内
の
医
療
機
関
は
本
年
度
８
５
２
■
人
の
看

護
師
を
必
要
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
就
業
者
数
は
８
■

９
９
人
と
推
計
さ
れ
、
３
２
２
人
の
不
足
が
生
じ
て
い
る
。

県
は
看
護
師
不
足
の
解
消
に
向
け
、
鳥
取
大
学
医
学
部
保

健
学
科
看
護
学
専
攻
に
「地
域
枠
」
や
「養
成
枠
」を
設
け
て

定
員
を
２０
人
増
や
し
た
ほ
か
、
倉
吉
総
合
看
護
専
門
学
校

の
定
員
も
昨
年
度
か
ら
１０
人
増
や
し
て
対
応
。鳥
取
市
も
、

新
た
な
養
成
機
関
の
設
置
に
向
け
検
討
を
進
め
て
い
る
。


